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第
九
期
役
員
（
敬
称
略
） 

(

任
期 

令
和
二
年
八
月
一
日
～
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日) 

 

理 

事 

理
事
長
・
研
究
分
科
会 

加
藤 

哲
男 

名
古
屋
産
業
大
学
名
誉
教
授

副
理
事
長
・
現
地
調
査 

宮
本 

好
昭 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

財
務
・
談
話
会 

 
 

 

酒
井 

俊
雄 

県
砂
防
防
災
課 

総
務
・
広
報 

 
 

 
 

川
本 

義
海 

福
井
大
学 

監 

事 
 

 
 

 
 

 

竹
内 

成
和 

 
 

幹 

事  

現
地
調
査 

 
 

 
 

 

木
村 

晃
規 

県
丹
南
土
木
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脇
本 

幹
雄 

佐
幸
測
量
設
計 

談
話
会
・
講
演
会 

 
 

福 
 

秀
則 

県
鯖
江
丹
生
土
木
部 

広
報 

 
 

 
 

 
 

 

西
谷 

光
史 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

山
内 

崇
史 

県
道
路
保
全
課 

総
務 
 

 
 

 
 

 
 

田
辺 

 

毅 

永
平
寺
建
設
課 

財
務 

 
 

 
 

 
 

 

清
水 

 

健 

県
三
国
土
木
事
務
所 

 

研
究
分
科
会
部
門
幹
事 

（
交
通
） 

 
 

 
 

 

浅
野 

周
平  

福
井
大
学 

（
地
象
） 

 
 

 
 

 

小
林 

孝
彰 

県
港
湾
空
港
課 

（
水
） 

 
 

 
 

 
 

斉
藤 

重
人 

福
井
県
下
水
道
公
社 

（
県
境
道
路
） 

 
 

 

橋
本 

拓
己 

東
京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ 

（
道
路
交
通
安
全
） 

 

嶋
田 

喜
昭 

大
同
大
学 

 
 

役
員
の
任
期
は
二
年
間 

（
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

 

第
八
期
（
通
算
第
四
一
期
）
決
算 

（
令
和
二
年
六
月
一
日
～
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
）

 

 第
九
期
（
通
算
第
四
十
二
期
）
予
算 

（
令
和
三
年
六
月
一
日
～
令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
）

 

別紙－２

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

812,000 ※正会員内訳

72,000 884,000 　第８期会費：６９名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第８期会費：３０名

0

4

0 0

5

19

0 19

884,019

Ⅱ

1

（１） 人件費

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 19,010

旅費交通費 14,160

印刷製本費 346,500

会議費 50,313

通信運搬費 32,866

消耗品費 21,812

その他経費　計 484,661

484,661

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 0

旅費交通費 200

会場使用料 400

通信運搬費 0

消耗品費 3,927

雑費 20,000

その他経費　計 24,527

24,527

509,188

374,831

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

374,831

2,437,280

2,812,111

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

正会員受取会費

令和２年度　活動決算書
令和2年6月1日から令和3年5月31日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

事業収益

研修事業収益

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

別紙－4

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

780,000 ※正会員内訳

93,000 873,000 　第９期会費：６５名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第９期会費：３１名

0

4

60,000 60,000

5

0 0

933,000

Ⅱ

1

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 95,000

旅費交通費 505,000

印刷製本費 400,000

会議費 230,000

通信運搬費 30,000

消耗品費 30,000

その他経費　計 1,290,000

1,290,000

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 24,000

会場使用料 12,000

旅費交通費 16,000

通信運搬費 24,800

消耗品費 3,200

雑費 20,000

その他経費　計 100,000

100,000

1,390,000

-457,000

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-457,000

2,812,111

2,355,111

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

正会員受取会費

令和３年度　活動予算書（案）
令和３年６月１日から令和４年５月３１日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

事業収益

研修事業収益

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

第
八
期
講
演
会
・
第
七
期 

活
動
報
告
会
・
令
和
二
年
度

通
常
総
会 

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
に
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
八
期
活
動

報
告
会
・
令
和
三
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
考

慮
し
、
中
間
報
告
に
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
昨
年
度
の
報
告
会
・
総
会
と
違
い
、

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
が
、
総
勢
二
十
一
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。 

当
日
は
、
加
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
川
本
理

事
の
進
行
の
も
と
研
究
分
科
会
の
活
動
報
告
会
が
行
わ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
期
の
活
動
を
休
止

し
た
分
科
会
も
あ
っ
た
が
、
交
通
・
地
象
・
道
路
交
通

安
全
の
三
分
科
会
に
よ
る
発
表
・
講
評
が
あ
り
、
最
後

に
小
嶋
直
人
氏
よ
り
、
総
評
を
頂
戴
し
た
。 

活
動
報
告
会
に
続
き
、
令
和
三
年
度
通
常
総
会
が
行

わ
れ
、
議
長
と
し
て
橋
本
拓
己
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
議
事
署
名
人
と
し
て
小
林
孝
彰
氏
、
浅
野
周
平
氏

の
二
名
が
選
出
さ
れ
議
事
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
議

題
と
し
て
は
、
令
和
二
年
度
の
活
動
報
告
・
活
動
決
算

に
関
す
る
件
、
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
・
活
動
予
算

に
関
す
る
件
、
ま
た
事
務
局
（
幹
事
会
）
の
組
織
に
関

す
る
件
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
原
案
の
通
り
議
決
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

昨
年
の
総
会
と
は
違
い
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
決

行
さ
れ
た
が
、
大
き
な
問
題
も
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
県
外
の
会

員
も
容
易
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後
も
、
会
場
参
加
が
困
難
な

会
員
が
参
加
で
き
る
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
く
価
値

が
あ
る
と
い
え
る
。 



【
分
科
会
報
告
会
】 

 【
交
通
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
吉
村 

朋
矩 

講
評
者
：
酒
井 

俊
雄 

「
未
来
に
つ
な
ぐ
移
動
と
暮
ら
し
に
関
す
る
調
査
」 

  

今
期
の
交
通
分
科
会
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交
通
に

加
え
て
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
次
世

代
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が

日
常
生
活
の
新
た
な
交
通
手
段
と
な
り
得
る
の
か
、
観
光
で
の
回
遊

性
向
上
や
地
域
の
魅
力
再
発
見
に
寄
与
す
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め

の
基
礎
的
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
地
調
査
・
文
献
調

査
を
行
う
。 

 

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
国
土
交
通

省
福
井
河
川
国
道
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、
国
交
省
の
管
理
道
路
に

て
調
査
を
実
施
し
た
。
被
験
者
は
十
代
か
ら
二
十
代
の
二
十
八
名
と

し
た
。
ま
ず
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
認
知
度
は
、
知
っ
て
い
た
と

回
答
し
た
の
は
約
四
割
弱
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用
し
た
い
距
離
と

し
て
、
ま
ず
、
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
し
や

す
い
区
域
の
考
え
方
か
ら
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
バ
ス
停
の
徒
歩
圏

域
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
鉄
道
駅
の
徒
歩
圏
域
と
設
定
し
た
。
調
査

に
よ
り
、
バ
ス
停
徒
歩
圏
の
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
割
合
は
二
割

程
度
、
鉄
道
駅
の
徒
歩
圏
八
〇
〇
メ
ー
ル
未
満
ま
で
と
す
る
と
八
割

が
利
用
意
向
を
示
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
利
用

は
、
バ
ス
停
並
び
に
鉄
道
駅
の
徒
歩
圏
域
を
カ
バ
ー
す
る
と
と
も
に
、

バ
ス
停
や
鉄
道
圏
域
を
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
他
、
利
用
し
た
い
場
面
で
は
、
近
場
で
の
利
用
や
旅
行
先
で

の
移
動
で
利
用
す
る
な
ど
、
気
分
転
換
と
し
て
の
利
用
に
関
す
る
回

答
が
最
も
多
く
、
単
な
る
移
動
手
段
で
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら
移
動

す
る
交
通
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

 

今
後
は
、
都
市
内
の
交
通
施
設
を
含
め
た
都
市
施
設
と
次
世
代
交

通
を
含
め
た
交
通
機
関
を
組
み
合
わ
せ
た
交
通
体
系
の
デ
ザ
イ
ン
の

検
討
を
す
る
べ
く
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

ま
た
、
福
井
県
高
浜
町
で
実
証
実
験
が
始
ま
っ
た
グ
リ
ー
ン
ス
ロ

ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
現
地
調
査
も
来
期
で
行
う
こ
と
と
し
た
い
。 

【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 発

表
者
：
梅
田 

祐
一 

講
評
者
：
加
藤 

哲
男 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 
 

～
小
浜
市
編
～
」

  

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
気
象
と

並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
地
形
を
読

み
解
く
の
に
地
名
は
切
り
離
せ
な
い
。
地
名
は
過
去
に
ど
の
よ

う
な
地
形
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
う
る
の

か
と
い
っ
た
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な
要
素
で

あ
る
。 

今
期
の
地
象
分
科
会
は
、
小
浜
市
周
辺
を
対
象
と
し
文
献
調

査
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
た
。
今
後
行
う
現
地
調
査
に
先
立
ち
、

水
害
の
多
発
し
て
い
る
北
川
周
辺
の
地
形
地
質
と
地
名
に
つ
い

て
調
査
し
た
。 

小
浜
市
は
、
福
井
県
嶺
南
地
域
で
最
も
特
徴
的
な
三
遠
三
角

地
と
呼
ば
れ
る
地
形
区
分
に
位
置
し
て
い
る
。
三
遠
三
角
地
は

三
方
断
層
と
熊
川
断
層
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
周
り
に
対

し
て
著
し
く
沈
降
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
沈
降
に

よ
り
三
方
五
湖
が
形
成
さ
れ
た
ほ
か
、
小
浜
市
周
辺
で
は
北
川

の
北
岸
側
で
標
高
の
低
い
エ
リ
ア
が
存
在
す
る
。
こ
の
エ
リ
ア

に
つ
い
て
地
名
を
調
査
す
る
と
、
水
に
ま
つ
わ
る
可
能
性
の
名

前
が
多
数
あ
り
、
古
く
か
ら
水
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
（
羽
賀
、
栗
田
、
加
茂
、
新
保
、
堤
、
高
塚
） 

「
小
浜
市
史 
絵
図
地
図
編
」
よ
り
古
地
図
の
調
査
を
異
な
る

年
代
三
枚
を
用
い
て
行
っ
た
。
ま
ず
、
先
述
の
北
側
北
岸
側
の

地
名
は
一
六
七
三
年
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。 今

期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
資
料
調
査
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

来
期
も
同
テ
ー
マ
に
て
調
査
を
進
め
、
現
地
の
地
形
状
況
や
防

災
の
歴
史
を
調
べ
、
防
災
・
減
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
整
理
し

て
い
く
。 

 

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 

発
表
者
：
嶋
田 

喜
昭 

講
評
者
：
川
本 

義
海 

「
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
に
お
け
る 

短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」

 
 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
三
密
回
避
の
追
求
等
も
相
ま
っ
て
、
現

在
、
短
距
離
移
動
手
段
と
し
て
世
界
的
に
「
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ

テ
ィ
（
以
下μ

Ｍ
）
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
コ
ロ
ナ

時
代
の
中
で
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
鑑
み
、

特
にμ

Ｍ
の
今
後
の
活
用
・
運
用
を
検
討
す
べ
く
、
地
域
や
移

動
距
離
・
速
度
等
を
踏
ま
え
たμ

Ｍ
の
体
系
等
に
つ
い
て
、
整

理
を
行
っ
た
。 

μ

Ⅿ
の
一
つ
で
あ
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、
一
人
用
の
立

ち
乗
り
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
単
距
離
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
交

通
手
段
と
し
て
世
界
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
普
及
に
お
い
て
安
全
面
の
課
題
の
克
服
が
重
要
で
あ
り
、
先

行
す
る
ア
メ
リ
カ
の
安
全
性
の
現
状
に
つ
い
て
事
故
分
析
の

事
例
等
を
中
心
に
整
理
し
た
。
整
理
の
結
果
、
負
傷
者
層
と
し

て
、
若
年
層
、
男
性
が
多
い
傾
向
で
あ
り
、
負
傷
箇
所
と
し
て

頭
部
外
傷
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の
低
さ
が
反
映
）
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
た
。 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
の
関
連
法
を
整
備
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
小
型
自
動
車

の
位
置
づ
け
と
な
っ
た
。
小
型
自
動
車
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最

高
速
度
は
毎
時
十
五
キ
ロ
に
制
限
さ
れ
る
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
義
務
化
さ
れ
な
い
た
め
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
利
用
に
よ
る

頭
部
外
傷
の
患
者
が
、
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

μ

Ⅿ
に
お
け
る
「
ア
シ
ス
ト
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
電
動
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド
を
含
め
、μ

Ⅿ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
歩

行
者
と
馴
染
み
が
良
い
交
通
具
の
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し

て
、
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
た
人
々
が
健
常
者
と
共
に
歩
け
る
よ
う

ア
シ
ス
ト
（
若
干
の
置
換
え
を
受
け
る
こ
と
で
「
楽
し
く
歩
い

て
い
く
」
感
覚
を
取
り
戻
す
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
にμ

Ｍ
の
体
系
を
と
ら
え
、
単
距
離

移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
るμ

Ｍ
の
活
用
方
策
、「
特
に

自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。



   

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 
 

一
二
，
〇
〇
〇
円 

賛
助
会
員 

： 
 

三
，
〇
〇
〇
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
〇‐

三‐

二
〇
三
九
六 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、

左
記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
三-

八
五
一
一 

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
水
居
一
七-

四
五 

 
 

 
 

福
井
県
三
国
土
木
事
務
所 

 

清
水 

健 

T
EL

 
 

〇
七
七
六‐

八
二‐

一
一
一
八(

内
線
四
六
二) 

 
Ma

il
 

 t
-sh

imi
zu-

j3@
pre

f.f
uku

i.l
g.j

p 

 

《
退
会
》 

 

正
会
員 

 

杉
原 

忠
弘 

賛
助
会
員 

山
田 

将
大
（
学
生
会
員
） 

 
 

 
 

 

樊 
 

尚
育
（
学
生
会
員 

《
ご
逝
去
》 

正
会
員 

 

堂
本 

博
滋 

 
 

 
 

 

前
田 

光
康 

令
和
三
年
八
月
一
日
時
点 

正
会
員 

 
 

六
十
五
名 

賛
助
会
員 

 

三
十
五
名 

合
計 

百
名 

 

☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

地象分科会の報告 交通分科会の報告 

道路交通安全分科会の報告 報告会・総会の様子 


